
「らくらく収支会計」について 

有限会社 シンシステムデザイン 

http://www.ssdesign.co.jp 

 

1. 非営利の組織・団体などで“収支会計”が必要な理由 

· 非営利の法人や組織・団体などは基本的には営利を求めない運営が行われています。 

非営利組織のうち学校法人、社会福祉法人、公益法人などは補助金、運営費、助成金などがあるため

により厳格な会計処理が求められ、それぞれの会計基準が法律で定められています。NPO 法人や労

働組合も法律に準じた会計基準や会計指針があります。 

 

· 非営利の団体や組織ではあるけれども上記以外の組織、例えば各種の管理組合、後援会、クラブ団体

などでもその組織の構成員などに対して適正な会計処理や報告が求められます。 

 

· また、このような組織では予算のもとに運営されますので予算管理も大切です。 

このような予算管理を含むお金の動きを把握する会計処理は“収支会計”と呼ばれています。 

この収支会計は単式簿記でも作成できますが、今日では資産や負債の継続的な把握も重要になってき

ています。 

 

· 当社“らくらく収支会計”では、複式簿記の原理に基づき、 

予算書、収支計算書、貸借対照表、財産目録、ストック式正味財産増減計算書、部門内訳表などが作

成できる会計ソフトです。 

 

http://www.ssdesign.co.jp/


2. 収支会計の概要 

· 非営利の組織は計画（予算）のもとに運営されますので、次のような管理が必要です。 

 

· また、同時に資産や負債の管理も大切です。 

 

 

· このような会計処理は、年度当社に繰越金と予算設定をおこなえば、日常の会計処理は仕訳入力の画

面で、次のような仕訳を行うだけですべての帳票が作成できます。 

 

 

· 仕訳のルールは通常の複式簿記の仕訳と同じですが、“収支会計”固有の仕訳もあります。固有な仕

訳については別途“仕訳例”を見てください。 

 

· 企業会計との違いについて 

企業会計は事業活動に伴う“収益”や“費用”を集計して“損益”を求めるのに対して、”収支会計

“では、”収入“や”支出“を集計して、”収支“を求めます。この収支の差額は、次年度繰越金と言

われています。 

· 収支会計はお金の流れが重視されています。 

 

より詳しいことは“らくらく収支会計 D1の仕訳例”を見てください。 


